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本報告書は、当研究所が平成 22 年度以来 2 年間にわたり行ってきた研究事業「ロシア

の近代化・エネルギー・環境」の議論に基づき、昨年度の中間報告書を踏まえた上での最

終的な研究成果として取りまとめたものです。 

ロシア経済は 2000 年代以降、石油価格高騰の恩恵を受けて著しく成長しました。また

資源輸出を武器に外交の舞台においても存在感を発揮するようになりました。しかし、資

源の存在は、ロシアにとって強みであると同時に弱みともなっております。2008 年以降の

世界的な経済金融危機のあおりを受け、ロシアの景気が大幅に落ち込んだことは記憶に新

しいところです。資源に過度に依存する産業構造からの脱却を目指して、メドベージェフ

政権は「近代化」政策を打ち出し、大統領に復帰するプーチン首相もまた経済構造の刷新

を進めていくと述べています。 

「近代化」政策は、医療や省エネルギー、原子力、宇宙・通信、IT といった分野を軸に

経済の効率化・高付加価値化を進めることに主眼を置いています。省エネ技術の開発をは

じめとする低炭素社会の実現への取り組みを通じて新たな産業を興そうとする考えが世界

中に広まる一方で、エネルギーの安定供給のあり方そのものを問う福島での原発事故が昨

年起こりました。こうしたなかでエネルギー大国ロシアはどのような道を進もうとしてい

るのでしょうか。ロシアのエネルギー政策への関心が高まっています。 

このような現状を踏まえて、本プロジェクトでは「エネルギー・環境・近代化」をキー

ワードに、ロシアの「近代化」政策がどのように進められているのか、改革の実態につい

て明らかにすることを課題としました。各分野の専門家が、ロシアの基幹産業であるエネ

ルギー産業、海外への進出を積極的にめざす原子力産業、産業構造の多角化の鍵を握る製

造業やハイテク産業部門、環境政策への取り組み、「近代化」政策の背景にあるメドベージ

ェフ政権下での国内政治や「近代化」政策の下で新たな方向性の見られる外交政策など、

経済・内政・外交と多方面から重層的にアプローチしていく野心的なプロジェクトとなり

ました。本プロジェクトを通じて、日露関係の新たな地平を切り開く上で示唆に富むイン

プリケーションが得られたと自負しています。 

なお、ここに表明されている見解は全て個人のものであり、当研究所の意見を代表する

ものではありませんが、このような研究成果はわが国のロシア研究の向上に必ずや資する

ものと確信します。 

最後に、本研究に積極的に取り組まれ、報告書の作成に尽力いただいた執筆者各位、な

らびにその過程でご協力いただいた関係各位に対し改めて深甚なる謝意を表します。 
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